
７月７日 総領自治振興センター

７月９日 口和自治振興センター

７月９日 山内自治振興センター

７月４日 西城自治振興センター ７月３日 帝釈自治振興センター

40

（７月3日～18日）（７月3日～18日）

市内21会場で

議会報告会を開
催

5
6
7

■発行：平成26年8月20日

4 主な議案
補正予算
議決結果
一般質問

主な議案
補正予算
議決結果
一般質問

2 議会報告会の概要議会報告会の概要

6月定例会6月定例会

14 議決結果議決結果

15 政務活動費執行状況政務活動費執行状況

７月臨時会７月臨時会
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庄原
36％

男
54％

女
13％

無記入
33％

東城
38％

無記入 5％

総領
7％

高野 1％

比和 4％
口和 4％

西城 5％

60代
50％

70代
21％

80代以上 3％

無記入 2％
20代 1％

30代 3％

40代
6％

50代
14％

議
会
報
告
会
の
概
要

　

本
年
度
で
４
回
目
と
な
る
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
報

告
会
を
７
月
３
日
か
ら
18
日
ま

で
、
21
会
場
で
開
催
し
、
議
員

３
人
ま
た
は
４
人
を
１
組
と
す

る
５
班
に
分
か
れ
、
各
会
場
に

伺
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
日
頃
の
議

会
活
動
の
状
況
を
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

提
言
を
直
接
伺
い
、
議
会
審
議

へ
の
活
用
や
議
会
運
営
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
、
総
計
４
３
０
人
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
当
日
の
流
れ

１　

議
会
活
動
報
告

　

⑴�

超
高
速
情
報
通
信
網
整
備

に
関
す
る
方
針
に
つ
い
て�

（�

超
高
速
情
報
通
信
網
整

備
・
防
災
行
政
無
線
整

備
の
検
討
経
過
）

　

⑵�

市
議
会
活
性
化（
議
会
改
革
）�

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

２　

�

地
域
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
交
換

　

報
告
会
で
い
た
だ
い
た
意
見

等
は
取
り
ま
と
め
、臨
時
号（
９

月
19
日
発
行
）で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

議会報告会を開催しました
 平成26年度

地域 地区 開催日 会　　　場 参加者数

庄　
　
　

原

庄原 7月18日（金）庄原市民会館 27人
高 7月 4日（金）高自治振興センター 22人
本村 7月 8日（火）本村自治振興センター 18人
峰田 7月11日（金）峰田自治振興センター 16人
敷信 7月11日（金）敷信地区民ふれあい広場 14人
東 7月 3日（木）東自治振興センター 34人
山内 7月 9日（水）山内自治振興センター 20人
北 7月 4日（金）北自治振興センター 14人

西
城

西城 7月 4日（金）西城自治振興センター 18人
八鉾 7月17日（木）八鉾自治振興センター 13人

東　
　

城

東城 7月14日（月）東城小学校 35人
小奴可 7月 8日（火）小奴可自治振興センター 11人
八幡 7月 7日（月）八幡自治振興センター 18人
田森 7月 3日（木）田森自治振興センター 26人
帝釈 7月 3日（木）帝釈自治振興センター 32人
久代 7月 4日（金）久代自治振興センター 28人
新坂 7月16日（水）新坂自治振興センター 14人

口　和 7月 9日（水）口和自治振興センター 21人
高　野 7月14日（月）上高自治振興センター 8人
比　和 7月14日（月）比和自治振興センター 14人
総　領 7月 7日（月）総領自治振興センター 27人
合　計 21会場 430人

■回答総数　343人（回収率：79.8％）　■配布人数　430人　 〔平均20.5人／会場〕
会場で配布回収した議会報告会アンケートから

●住まい ●性別

● 年齢

地　域 人数 前年比
庄　原 125 +10
西　城 16 +1
東　城 130 +46
口　和 13 +5
比　和 12 0
高　野 5 ▲ 5
総　領 24 +21
無記入 18 +4
合　計 343 +82

年　代 人数 前年比
2 0 代 4 +3
3 0 代 10 +6
4 0 代 20 +10
5 0 代 46 +２
6 0 代 172 +44
7 0 代 73 +12
80代以上 11 +4
無記入 7 +1
合　計 343 +82

性　別 人数 前年比
男 186 +19
女 45 +25

無記入 112 +38
合　計 343 +82

７月３日 東自治振興センター
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①
4％

③ 4％

④
8％

② 84％ ② 76％

④ 3％

③ 21％

① 0％

④
6％

① 59％

③
5％

② 30％ ① 51％

④
7％

② 38％

③ 4％

① 46％

③
6％

④
7％

② 41％

① 42％

③
11％

④
4％

② 43％

２　時間について

１　報告テーマについて

４　議会報告会の評価について

議会報告会の内容についての意見・要望（主なもの）

庄原市議会に対する意見（主なもの）

３　資料について

５　議会報告会の希望開催回数について

意見交換会での気づき・発言できなかった事項（主なもの）

議会報告会の開催やアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。

● 超高速情報通信網整備に関する方針について ●市議会活性化（議会改革）への取り組みについて

回　答 人数 前年比
①長かった 15 +3
②ふつう 287 +79
③短かった 13 +3
④無記入 28 ▲ 3
合　　計 343 +82

回　答 人数 前年比
①評価する 203 +97
②�どちらとも

いえない 101 +17

③評価しない 18 +7
④無記入 21 ▲39
合　　計 343 +82

回　答 人数 前年比
①多い 0 ▲1
②ふつう 262 +141
③少ない 72 ▲ 53
④無記入 9 ▲5
合　　計 343 +82

回　答 人数 前年比
①年１回 174 +60
②年２回 131 +31
③その他 13 ▲ 7
④無記入 25 ▲ 2
合　　計 343 +82

回　答 人数
①わかりやすかった 144
②�どちらともいえない 147
③わかりにくかった 39
④無記入　 13

合　　�計 343

●時間配分や内容が以前より良くなった。
● 今、何を一番やらねばならないのかを市民に知

らせる努力をしてほしい。
●報告会に地元議員の出席を望む。
● 事前に資料を配布し、意見・要望を取りまとめ

てはどうか。会場での質問が少なすぎる。
● 超高速情報通信網整備、防災行政無線整備を、

高齢者でも分かりやすいように考えてほしい。

●報告会で出た要望を反映してほしい。報告会での意見が議会で活かされているとは思えない。
●自分たちが議決した事案が執行されるという責任をもって行動してほしい。
●もっと身の回りの問題について解決するような、地道な努力をしてほしい。
●政務活動費については、個人勉強ではなく、政策提言等を基本として市民目線でお願いしたい。
●会派による報告会を実施してほしい。

● 議会の言いたいことをテーマにするのでなく、
もっと市民の聞きたいことをテーマにしてほし
い。

● ジュオン、木質バイオマスの事業についても意
見が聞きたかった。

●人口減少について取り組む話をしてほしい。
●高齢化よりも少子化が問題である。
●質疑に対して十分な説明ができていない。

回　答 人数
①わかりやすかった 159
②どちらともいえない 139
③わかりにくかった 21
④無記入　 24

合　　�計 343
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議
案
第
89
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
︹
庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︺

　

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
及
び
介
護
納

付
金
課
税
額
に
係
る
賦
課
限
度
額

の
引
き
上
げ
と
、
低
所
得
者
世
帯

に
対
す
る
減
額
、
軽
減
措
置
の
拡

大
を
行
う
も
の
で
、
地
方
税
法
施

行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
３
月
31
日
付
け
で
条
例
改
正

を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
議
会

の
承
認
を
求
め
る
も
の

�

▽
承
認

議
案
第
96
号

庄
原
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
法
人
市
民
税
に
係
る
法
人
税

割
の
引
き
下
げ
や
、
軽
自
動
車
税

の
税
率
の
見
直
し
な
ど
、
市
民
税

関
係
20
件
、
固
定
資
産
税
関
係
10

件
、
軽
自
動
車
税
関
係
２
件
、
そ

の
他
の
改
正
３
件
を
行
う
も
の

�
▽
原
案
可
決

議
案
第
97
号

庄
原
市
消
防
団
員
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
消
防
団

員
の
退
職
報
償
金
に
つ
い
て
、
在

職
５
年
以
上
の
す
べ
て
の
団
員
に

対
し
て
、
階
級
に
応
じ
、
５
万
円

か
ら
５
万
６
千
円
の
引
き
上
げ
を

行
う
も
の

�

▽
原
案
可
決

主 

な 

議 
案

推　
　

薦

議
選
第
１
号

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
12
条
第
２
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
が
農
業
委
員
会
委
員
候

補
者
４
名
を
推
薦
す
る
も
の
で
、

次
の
方
々
を
推
薦
し
ま
し
た
。

西
城
町
三
坂　

田た

邊な
べ　

幸さ
ち

美み　

氏

東
城
町
三
坂　

藤ふ
じ

井い　

佳よ
し

子こ　

氏

高
野
町
和
南
原　

向む
こ
う

田だ　

純じ
ゅ
ん

子こ　

氏

比
和
町
三
河
内　

松ま
つ

長な
が

百ゆ

合り

子こ　

氏

人　
　

事

　

す
べ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

庄
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

東
本
町　
　
　

末す
え

信の
ぶ　

丈た
け

夫お　

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

本
郷
町　
　
　

藤ふ
じ

原わ
ら　
　

惠め
ぐ
み　

氏

川
西
町　
　

�

く
ら
本も
と　

昭あ
き

伯の
り　

氏

東
城
町
粟
田　

五い
が
ら
し
十
嵐
恭き

ょ
う

子こ　

氏

東
城
町
田
黒　

瀧た
き

本も
と　

壽じ
ゅ
ん

司じ　

氏

総
領
町
稲
草　

春は
る

田た　

正ま
さ

治は
る　

氏

意 

見 

書

　

４
件
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

国
会
や
関
係
省
庁
に
提
出
し
、
そ

の
実
現
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

１�

．
地
方
財
政
計
画
、
地
方
税
の

あ
り
方
、
地
方
交
付
税
総
額
の

決
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
の
政

策
方
針
に
基
づ
き
一
方
的
に
決

す
る
の
で
は
な
く
、
国
と
地
方

の
協
議
の
場
で
十
分
な
協
議
の

も
と
に
決
定
す
る
こ
と

�

ほ
か
７
項
目

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

１�

．
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が

ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を

創
設
す
る
こ
と

�

ほ
か
１
項
目

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

１�

．
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ

と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
豊
か
な
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
30

人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と

�

ほ
か
１
項
目

政
府
に
お
け
る
農
業
改
革
に
関
す

る
意
見
書

１�

．
農
業
改
革
を
推
進
す
る
上

で
、
農
業
委
員
会
、
農
業
協
同

組
合
等
が
果
た
す
役
割
を
踏
ま

え
つ
つ
、
中
山
間
地
域
の
実
情

等
に
も
配
慮
す
る
こ
と

�

ほ
か
１
項
目

�

６
月
定
例
会　

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
16
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期

で
開
き
ま
し
た
。

　

庄
原
市
税
条
例
等
の
改
正
案
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
13

件
、
議
選
１
件
、
意
見
書
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

平成
26年



6月定例会
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●
原
案
（
市
長
提
案
）
に

　

賛
成
の
討
論

●
修
正
案
に
賛
成
の
討
論

平
成
26
年
度
庄
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
対
す
る
修
正
案

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城
の
ボ
イ

ラ
ー
に
つ
い
て
、
燃
料
を
乾
燥
チ
ッ
プ
か

ら
ペ
レ
ッ
ト
に
変
更
す
る
た
め
の
改
造
に

係
る
予
算
を
全
額
削
除
す
る
も
の

提
案
説
明

　

現
状
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
※
で
も
不
具
合

は
な
い
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
仕
様
に
改
造
す

る
と
い
う
結
論
を
急
が
ず
、
少
し
時
間
を

か
け
て
で
も
、
本
当
に
市
民
の
利
益
に
な

る
、
市
民
が
納
得
で
き
る
方
針
を
出
す
べ

き
。
ま
た
、
乾
燥
チ
ッ
プ
は
安
価
な
も
の

が
他
市
か
ら
入
手
で
き
る
。
さ
ら
に
、
庄

原
市
内
の
チ
ッ
プ
製
造
業
者
も
乾
燥
チ
ッ

プ
の
製
造
・
販
売
を
さ
れ
て
い
る
。
東
城

の
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
考
え

る
な
ら
、
一
旦
立
ち
止
ま
る
べ
き
だ
。
安

易
に
ボ
イ
ラ
ー
を
改
造
す
る
必
要
性
は
認

め
ら
れ
な
い
。

※
株
式
会
社
ジ
ュ
オ
ン
の
破
綻
に
伴
い
、

ジ
ュ
オ
ン
の
設
置
し
た
乾
燥
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
は
停
止
し
、
現
在
は
灯
油
ボ
イ
ラ
ー

で
の
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
は
、
平
成
26
年
３
月
28

日
に
ジ
ュ
オ
ン
（
破
産
管
財
人
）
か
ら
庄

原
市
が
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
チ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
修

正
案
の
説
明
で
、
他
市
の
安
価

な
チ
ッ
プ
が
紹
介
さ
れ
た
が
、

運
賃
を
加
算
す
れ
ば
、
１
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
35
円
は
下
ら
な

い
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
お

い
て
、
本
市
の
林
業
経
営
を
考

え
て
い
く
上
で
有
効
な
施
策
と

し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
、
さ
と

や
ま
ペ
レ
ッ
ト
株
式
会
社
の
安

定
的
な
経
営
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、

ペ
レ
ッ
ト
生
産
に
も
余
裕
が
あ

る
。

　

乾
燥
チ
ッ
プ
の
入
手
に
つ
い

て
、
市
外
か
ら
購
入
す
る
か
、

新
た
な
施
設
を
整
備
し
て
製
造

す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
以

上
、
ボ
イ
ラ
ー
を
ペ
レ
ッ
ト
仕

様
に
改
造
し
、
本
市
の
ペ
レ
ッ

ト
を
利
用
し
、
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
稼
動
さ
せ
た
い
と
い
う

考
え
方
は
当
然
で
あ
る
。

　

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
改

造
の
み
な
ら
ず
、
本
市
の
林
業

施
策
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ

い
て
も
、
も
っ
と
総
合
的
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
。
補
助
事
業

継
承
の
断
念
な
ど
、
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
は
大
き
な
局
面
を
迎
え

て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
補
正

予
算
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
乾

燥
チ
ッ
プ
の
入
手
、
林
地
残
材

の
利
用
、
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
東

城
の
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

始
ま
っ
て
お
り
、
地
域
の
木
材

を
有
効
活
用
で
き
る
。
ペ
レ
ッ

ト
が
絶
対
に
だ
め
だ
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
も
う
少
し
時
間

を
か
け
て
、
本
市
の
将
来
を
見

据
え
た
上
で
、
市
民
の
利
益
に

な
る
方
法
を
考
え
る
た
め
、
一

旦
立
ち
止
ま
ろ
う
と
い
う
考
え

で
あ
る
。

一般会計補正予算案に対する
修正動議を否決し、原案を可決
一般会計補正予算の主な内容

行政情報処理推進事業　　  2,094万９千円追加 斎場整備事業　　　　　　　  428万６千円追加

社会保障税番号制度に対応するためのシステム
改修委託料など

新庄原斎場の整備に関して、床面積を拡大した
ことに伴う、基本設計等の業務委託料など

新産業創出事業　　　　　　 500万１千円追加 道の駅たかの管理運営事業　6,371万９千円追加

リフレッシュハウス東城のボイラーについて、
燃料をチップからペレットに変更するための改
修工事費など

トイレの混雑解消、利便性向上のため、トイレ
棟を増設する工事費など
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平成26年6月�

定例会議決結果
■賛成全員のもの    

会期
6月16日～6月30日

（15日間）

■賛否の分かれたもの

議
決
日

種　

類

番　

号
事　　件　　名 議決

結果

賛
成（
人
）

反
対（
人
）

五
島　
　

誠

政
野　
　

太

吉
方　

明
美

近
藤　

久
子

徳
永　

泰
臣

福
山　

権
二

堀
井　

秀
昭

坂
本　

義
明

松
浦　
　

昇

横
路　

政
之

林　
　

高
正

田
中　

五
郎

岡
村　

信
吉

赤
木　

忠
德

垣
内　

秀
孝

竹
内　

光
義

門
脇　

俊
照

宇
江
田
豊
彦

八
谷　

文
策

谷
口　

隆
明

６
月
16
日

議　

案
96 庄原市税条例等の一部を改正

する条例
原案
可決 16 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ×

６
月
30
日

議　

案

99
平成26年度庄原市一般会計
補正予算（第１号）に対する
修正案

否決 6 13 ○ × × × ○ × × × ○ × ○ × ×× × 議
長 × × ○ ○

99 平成26年度庄原市一般会計
補正予算（第１号）

原案
可決 15 4 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ×

90 庄原市教育委員会委員の任命
の同意について〔末信丈夫��氏〕 同意 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ 議

長 ○ × ○ ○

〔表示例〕　○…賛成　　×…反対　　議長…議長職　　欠…欠席

※６月16日は田中五郎議員欠席　

議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

６
月
16
日

議　

案

89 専決処分の承認を求めることについて
（庄原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認

97 庄原市消防団員退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

98 財産の取得について〔消防小型動力ポンプ付消防ポンプ車購入〕 原案可決

100 庄原市土地開発公社定款の変更について 原案可決

　

６
月
30
日

議　
　

案

91 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔藤原　惠　氏〕 同　　意

92 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔 本昭伯　氏〕 同　　意

93 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔五十嵐恭子　氏〕 同　　意

94 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔瀧本壽司　氏〕 同　　意

95 人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔春田正治　氏〕 同　　意

発　

議

6 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決

7 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書 原案可決

8 教育予算の拡充を求める意見書 原案可決

9 政府における農業改革に関する意見書 原案可決

議選 1 庄原市農業委員会委員の推薦について 推　　薦
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６月定例会では、13名が一般質問を行いました。
この記事は、要旨をまとめたものです。

一般質問

庄
原
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
後

期
計
画
の
推
進
と
本
年
度
事
業
に

つ
い
て

　
　
　

市
内
事
業
所
を
対
象
と
し
た
市
民

意
識
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
重
要

課
題
と
す
べ
き
育
児
休
業
制
度
、
介
護
休

業
制
度
の
利
用
促
進
へ
の
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
男
性
従
業

員
の
育
児
休
業
制
度
取
得
率
は

４
・
８
％
で
あ
り
、
ま
た
、
介
護
休
業
に

つ
い
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
事
業
所
は
概

ね
４
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
仕
事
と
生

活
の
両
立
支
援
の
た
め
の
融
資
制
度
に
対

す
る
認
知
度
も
低
い
状
況
に
あ
り
、
制
度

整
備
の
み
な
ら
ず
、
支
援
制
度
の
利
用
が

促
進
さ
れ
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
と
の

連
携
と
事
業
所
へ
の
周
知
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
商
工
会
議
所
及
び
商
工

会
等
と
の
連
携
に
よ
り
市
内
事
業
所
に
対

す
る
具
体
的
な
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も

に
、
広
報
紙
等
で
育
児
休
暇
を
取
得
し
た

方
や
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
事
業
所
な
ど
を
紹
介
し
、
広
く
市
民
に

対
し
て
も
周
知
を
進
め
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

　
　
　

支
援
体
制
構
築
に
向
け
た
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

本
市
で
は
、
自
立
相
談
支
援
事
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
国
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
施

行
円
滑
化
特
別
対
策
事
業
を
活
用
し
、
そ

の
準
備
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

内
容
は
、
自
立
相
談
支
援
事
業
の
試
行

を
、
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
、
生
活
困
窮
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
事

業
内
容
、
事
業
量
を
検
討
す
る
ほ
か
、
庁

内
体
制
及
び
関
係
機
関
の
連
携
支
援
体
制

の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
実
施
に
向
け
た
最
終
的

な
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
準
備
が
整
い
次

第
、
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
。

問答

問答

近
こん

藤
どう

　久
ひさ

子
こ

議員
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ここが聞きたい

一般質問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
つ

い
て

　
　
　

来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
の

制
度
に
つ
い
て
、
認
定
子
ど
も
園

へ
の
移
行
を
希
望
し
た
幼
稚
園
に
対
し
、

施
設
設
備
な
ど
、
市
と
し
て
し
っ
か
り
と

財
政
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
を
希
望

す
る
幼
稚
園
は
、
認
可
・
認
定
基

準
を
満
た
す
限
り
、
教
育
・
保
育
の
需
給

調
整
に
係
る
特
例
措
置
に
よ
り
、
認
可
・

認
定
が
な
さ
れ
る
。
私
立
幼
稚
園
が
自
ら

の
意
思
と
正
し
い
情
報
に
基
づ
き
、
園
児

の
保
護
者
や
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
て
的

確
に
選
択
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
・
保

育
の
実
施
を
確
保
す
る
と
い
う
新
制
度
の

趣
旨
に
照
ら
し
て
必
要
と
な
る
。
市
と
し

て
は
、
地
域
の
教
育
・
保
育
に
係
る
提
供

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た
支

援
が
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
に
当
た
っ

て
必
要
と
な
る
の
か
、
幼
稚
園
の
意
向
に

沿
っ
て
協
議
を
進
め
た
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

依
然
と
し
て
農
作
物
へ
の
イ
ノ
シ

シ
な
ど
に
よ
る
被
害
が
続
い
て
い

る
。
狩
猟
の
効
果
は
大
き
い
が
狩
猟
者
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
人
的
支
援
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　
　

有
害
鳥
獣
捕
獲
班
は
、
１
２
６
人

で
活
動
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
構
成

は
20
歳
代
か
ら
50
歳
代
ま
で
30
％
、
60
歳

代
48
％
、
70
歳
代
以
上
22
％
で
あ
り
、
直

ち
に
捕
獲
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は

な
い
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
狩
猟
免
許
を

所
持
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
員
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
被
害
対
策
に
お
い
て
も
、
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
、
平
成

24
年
度
よ
り
、
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
や

更
新
者
へ
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、
確
保

に
努
め
て
い
る
。
人
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
県
内
市
町
の
状
況
及
び
先
例
地
の
取

り
組
み
事
例
を
参
考
と
し
、
捕
獲
班
、
免

許
所
持
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
支
援
体
制
の
検
討
を
進
め
る
。

　

横
路
政
之
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

 

○
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

問答

問答

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城
の

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城
の

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
伺
う
。

　
　
　

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
、
燃
料
の
原
料
は
市
内
の
材
を
活
用
す

る
こ
と
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
仕
様

が
含
水
率
ド
ラ
イ
ベ
ー
ス
50
％
以
下
の
乾

燥
チ
ッ
プ
仕
様
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て

検
討
し
た
。
現
在
、
市
内
で
は
乾
燥
チ
ッ

プ
を
生
産
す
る
事
業
者
が
い
な
い
た
め
、

乾
燥
チ
ッ
プ
の
製
造
は
安
定
供
給
が
望
め

な
い
と
判
断
し
た
。
一
方
で
、
市
が
整
備

し
た
森
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
の
ペ
レ
ッ
ト

は
、
燃
料
の
含
水
率
基
準
に
も
適
合
し
、

製
造
能
力
に
も
余
裕
が
あ
り
安
定
供
給
で

き
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
ペ
レ
ッ

ト
で
稼
動
す
る
よ
う
ボ
イ
ラ
ー
を
改
修
す

る
案
が
最
善
の
策
と
考
え
た
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
利
用
促
進
事
業
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
利
用
促
進
事
業
の

現
状
と
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

公
共
施
設
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

事
業
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
促
進

補
助
金
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
か
ら
７
年

間
で
１
，５
５
７
ト
ン
の
ペ
レ
ッ
ト
を
利

用
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
へ
換
算
す
る

と
、
２
，１
６
５
ト
ン
の
削
減
が
で
き
た
。

新
た
な
事
業
の
創
出
と
し
て
は
、
庄
原
さ

と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
株
式
会
社
の
設
立
や
、

そ
れ
に
伴
う
雇
用
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ペ
レ
ッ
ト
原
料
の
調
達
や
製
造
、
販

売
の
ほ
か
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
生
産

な
ど
も
該
当
す
る
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
利
用

促
進
事
業
は
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
資
源
循
環
型

の
地
域
づ
く
り
、
環
境
の
保
全
、
地
域
産

業
振
興
へ
の
貢
献
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、

今
後
も
支
援
を
続
け
た
い
。

　

徳
永
泰
臣
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

 

○
本
市
の
林
業
振
興
に
つ
い
て

 

○�

庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
の
「
地
域
産
業
の

い
ち
ば
ん
」
に
お
け
る
林
業
施
策
に
つ
い
て

問答

問答

徳
とく

永
なが

　泰
ひろ

臣
おみ

議員

横
よこ

路
ろ

　政
まさ

之
ゆき

議員
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庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
の
特
典
及
び
払
い
込
み
方
法

を
見
直
す
予
定
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

現
在
は
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分

の
税
控
除
と
、
５
千
円
以
上
の
寄

附
者
に
は
、
市
・
議
会
の
広
報
紙
を
１
年

間
届
け
て
い
る
。
さ
ら
に
３
万
円
以
上
の

寄
附
者
に
は
、
広
報
紙
等
と
併
せ
て
、
記

念
品
と
し
て
市
内
で
生
産
さ
れ
た
特
産
品

の
詰
め
合
わ
せ
、
市
内
の
木
材
で
作
製
し

た
木
の
器
、
各
地
域
の
市
史
・
町
史
誌
の

３
点
の
中
か
ら
希
望
の
い
ず
れ
か
を
贈
呈

し
て
い
る
。
今
後
は
、
比
婆
牛
や
新
た
な

種
類
の
特
産
品
セ
ッ
ト
な
ど
、
記
念
品
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。
現
在
、
寄
附
金

は
、
納
付
書
か
郵
便
局
払
込
取
扱
票
で
払

い
込
み
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
コ
ン

ビ
ニ
で
の
取
り
扱
い
を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
振
興
商
品
券
の
現
状
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

現
状
で
は
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ

な
い
と
思
う
。
市
民
が
使
い
や
す

い
商
品
券
と
な
る
よ
う
変
更
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
市
内

商
業
者
等
の
販
売
意
欲
と
地
域
購

買
力
の
向
上
、
消
費
の
拡
大
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ

る
。
事
業
開
始
か
ら
間
も
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
判
断
す
る
の
は
、
困
難
な

面
も
あ
る
が
、
一
部
で
は
販
売
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
積
極
的

な
販
売
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の

販
売
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
商
工
団
体

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
取
り
扱
い
に
つ

い
て
協
議
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問答

問答

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
企
業

表
彰
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

子
育
て
負
担
感
軽
減
や
、
多
様
な

働
き
方
の
推
進
の
た
め
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
企
業
表
彰
制
度
な
ど
が
あ
り
、
本
市

で
も
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
う
。

　
　
　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
育
児

負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
だ
企
業
へ

の
表
彰
制
度
は
、
県
内
で
は
広
島
市
が
男

女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
顕
彰
を
実
施
さ

れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
仕
事
と

生
活
の
共
存
と
充
実
、
子
育
て
負
担
感
の

軽
減
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
表

彰
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

小
規
模
企
業
振
興
条
例
（
仮
称
）

に
つ
い
て

　
　
　

６
月
20
日
に
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
が
成
立
し
た
が
、
本
市
で
も

中
小
企
業
振
興
条
例
か
ら
踏
み
込
み
、

し
っ
か
り
と
定
義
付
け
を
し
、
小
規
模
企

業
へ
の
支
援
を
す
る
た
め
、
条
例
制
定
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
う
。

　
　
　

こ
の
法
律
は
、
小
規
模
企
業
の
振

興
に
つ
い
て
、
基
本
原
則
、
基
本

方
針
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
国
と
地
方

公
共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
事
業
の
持
続
的

発
展
や
、
面
と
し
て
の
支
援
の
必
要
性
、

さ
ら
に
従
業
員
５
人
以
下
の
小
規
模
企
業

者
に
光
を
あ
て
、
振
興
を
促
進
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
法
律
成
立
の
後
に
は
、

政
府
が
定
め
る
小
規
模
企
業
促
進
基
本
計

画
の
報
告
を
受
け
、
国
と
の
適
切
な
役
割

分
担
の
も
と
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
本

市
の
自
然
的
、
経
済
的
、
社
会
的
諸
条
件

に
応
じ
た
支
援
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す

る
中
で
、
小
規
模
企
業
者
の
事
業
活
動
を

つ
う
じ
、
自
立
的
で
個
性
豊
か
な
地
域
社

会
の
形
成
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。
小
規

模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

法
案
成
立
を
受
け
、
国
か
ら
の
通
達
等
の

内
容
を
見
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

 

五
島
誠
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

 

○
農
業
振
興
に
つ
い
て

 

○
ご
み
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

問答問

答

坂
さか

本
もと

　義
よし

明
あき

議員

五
ご

島
しま

　誠
まこと

議員

庄原いちばん地域振興商品券
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ここが聞きたい

一般質問

民
主
的
な
学
校
教
科
書
採
択
に
つ

い
て

　
　
　

本
年
度
は
小
学
校
、
来
年
度
に

は
、
中
学
校
の
教
科
書
採
択
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
採

択
に
は
多
く
の
市
民
が
関
心
を
寄
せ
て
い

た
が
、
最
終
的
に
決
定
す
る
教
育
委
員
会

議
の
傍
聴
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

①
よ
り
民
主
的
に
議
論
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
情
報
公
開
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

②
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
選
定
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

①
こ
れ
ま
で
採
択
を
非
公
開
で

行
っ
て
き
た
主
な
理
由
は
、
採
択

権
者
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
、
採
択
に

係
る
公
正
確
保
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
採

択
決
定
ま
で
の
形
成
過
程
審
議
は
、
静
ひ

つ
な
採
択
環
境
の
中
で
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
な
ど
で
あ
り
、
今
回
の
採
択
決

定
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
教

育
委
員
会
議
に
お
い
て
非
公
開
で
決
定
す

る
考
え
で
あ
る
。
た
だ
し
、
採
択
の
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
、
採
択
後
、
速
や
か

に
議
事
録
を
作
成
し
、
公
開
す
る
。
ま

た
、
採
択
結
果
及
び
理
由
に
つ
い
て
、
採

択
後
、
遅
滞
な
く
公
表
す
る
。
今
後
も
開

か
れ
た
教
科
書
採
択
を
推
進
す
る
た
め
、

有
用
と
思
わ
れ
る
情
報
の
公
開
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
採
択
事
務
の
概
略
は
、
ま
ず
、
教
科
書

採
択
を
す
る
た
め
に
、
調
査
員
、
選
定
委

員
を
選
出
す
る
。
調
査
員
は
各
教
科
書
５

名
以
内
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
教

科
書
に
お
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
各
教

科
書
の
特
徴
に
つ
い
て
意
見
を
付
し
、
選

定
委
員
会
に
報
告
す
る
。
次
に
、
選
定
委

員
会
は
10
名
以
内
で
構
成
さ
れ
、
調
査
員

の
報
告
や
専
門
的
な
調
査
研
究
を
基
に
、

全
て
の
教
科
書
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
理
由
を
付
し
、
教
育

委
員
会
に
答
申
す
る
。
教
育
委
員
会
は
、

選
定
委
員
会
の
答
申
を
参
考
に
内
容
を
十

分
に
検
討
し
、
８
月
末
を
目
途
に
採
択
す

る
予
定
で
あ
る
。

 

宇
江
田
豊
彦
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

 

○
保
育
所
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対

 　

応
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

○
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
の
成
果

 　

と
課
題
に
つ
い
て

 

○
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
に
伴
う
就
学

 　

援
助
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問答

婚
外
子
の
差
別
を
な
く
し
、
各
種

制
度
に
お
い
て
平
等
に
扱
う
こ
と

に
つ
い
て

　
　
　

昨
年
12
月
、
財
産
の
相
続
に
つ
い

て
摘
出
子
と
非
嫡
出
子
の
相
続
分

が
平
等
と
な
る
民
法
改
正
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
で
、
各
種
制
度
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。

①
保
育
料
な
ど
の
算
定
に
お
い
て
、
非
婚

世
帯
に
つ
い
て
も
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
の

み
な
し
適
用
を
行
い
、
経
済
的
救
済
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

②
本
市
各
種
制
度
へ
の
寡
婦
（
夫
）
控
除

の
み
な
し
適
用
を
行
う
こ
と
で
、
救
済
で

き
る
も
の
が
な
い
か
。
各
種
制
度
の
改
正

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

①
本
市
の
保
育
料
の
算
定
方
法

は
、
所
得
税
や
市
町
村
民
税
の
額

に
よ
っ
て
世
帯
の
階
層
区
分
を
定
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
額
を
決
定
す
る
が
、
非
婚
の
ひ

と
り
親
家
庭
の
場
合
に
は
税
法
上
の
寡
婦

（
夫
）
控
除
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
離

別
や
死
別
の
方
と
非
婚
の
方
と
で
は
寡
婦

（
夫
）
控
除
分
の
有
無
に
よ
っ
て
保
育
料

の
金
額
に
違
い
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

本
市
で
は
、
平
成
23
年
１
月
に
策
定
し
た

庄
原
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
後

期
計
画
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
子
育
て
家

庭
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を
一
つ
の
基

本
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
目
標
の
実
現

に
向
け
、
経
済
的
支
援
の
充
実
を
基
本
施

策
の
一
つ
と
し
、
安
心
し
て
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か

な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
、

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
に
つ
い

て
、
他
市
の
例
を
参
考
に
研
究
す
る
。

②
市
独
自
で
所
得
制
限
等
の
基
準
を
定
め

て
い
る
制
度
の
中
で
、
非
婚
の
ひ
と
り
親

家
庭
に
お
い
て
、
税
法
上
の
寡
婦
（
夫
）

控
除
の
み
な
し
適
用
に
よ
り
負
担
軽
減
が

図
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
保
育
所
保
育
料

や
、
保
育
時
間
特
例
負
担
金
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
者
負
担
金
、
市
営
住
宅
使

用
料
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
な

ど
が
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
制
度
へ
の

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
に
つ
い

て
、
全
庁
的
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問答

吉
よし

方
かた

　明
あけ

美
み

議員

宇
う

江
え

田
だ

豊
とよ

彦
ひこ

議員
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木
の
駅
構
想
に
つ
い
て

　
　
　

本
年
６
月
よ
り
東
城
地
域
で
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
め
ざ
す
も
の
は
何

か
伺
う
。

　
　
　

昨
年
９
月
、
東
城
地
域
の
市
政
懇

談
会
に
お
い
て
、
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
在
、
全
国
の
約
40
地
域

で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
、
他
の
事
例
を
検
証
し
な
が
ら
、
住
民

等
が
林
地
残
材
等
を
集
荷
場
所
で
あ
る
木

の
駅
に
出
荷
し
、
そ
の
販
売
代
金
を
地
域

通
貨
で
受
け
取
り
、
地
元
の
商
店
で
使
用

す
る
と
い
う
仕
組
み
に
よ
る
、
取
り
組
み

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

住
民
等
が
、
山
に
目
を
向
け
、
山
へ
入

り
、
間
伐
材
を
搬
出
し
、
利
用
す
る
こ
と

で
未
利
用
材
の
有
効
活
用
と
新
た
な
収
益

が
見
込
め
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
山
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
の
再
生
と

環
境
保
全
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
、
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

 

林
高
正
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

 

○
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
株
式
会
社
の
経
営

 　

状
況
に
つ
い
て

 

○
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城
の
チ
ッ
プ

 　

ボ
イ
ラ
ー
再
稼
動
に
つ
い
て

問答

こ
れ
か
ら
の
自
治
振
興
区
に
つ
い
て

　
　
　

①
住
む
地
域
や
人
口
の
多
少
に
よ

り
、
区
民
の
負
担
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。

②
交
付
金
・
委
託
金
な
ど
の
事
務
が
煩
雑

に
な
り
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
が
、
事
務
の
簡
素
化
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　

①
自
治
振
興
区
に
お
い
て
は
、
今

一
度
そ
の
活
動
や
、
事
業
費
等
に

つ
い
て
、
５
年
、
10
年
先
を
見
据
え
な
が

ら
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
思
い
切
っ
た
見

直
し
と
、
創
意
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。

市
と
し
て
も
、
自
治
振
興
区
連
合
会
と
連

携
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
振
興
区
、
自
治

会
の
あ
り
方
を
探
る
た
め
、
今
年
度
、
活

動
や
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て
現
状
を
把
握

し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

②
今
年
度
、
自
治
振
興
区
連
合
会
に
お
い

て
、
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の

会
計
ソ
フ
ト
を
つ
く
る
予
定
と
さ
れ
て
い

る
。
市
と
し
て
も
、
ソ
フ
ト
づ
く
り
に
参

画
し
、
と
も
に
事
務
処
理
の
効
率
化
、
簡

素
化
が
図
ら
れ
、
今
ま
で
以
上
に
振
興
区

活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協
力

し
て
い
き
た
い
。

定
住
に
つ
い
て

　
　
　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
本
市
に
お
い
て
、
定
住
促
進
は

最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
近
年
、
定
住
に

力
を
入
れ
て
き
た
成
果
と
課
題
は
何
か
。

　
　
　

成
果
と
し
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
定
住
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
数
や
、
定
住
に
か
か
る
相
談
件
数
が
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
住
事
業
に
よ
る

転
入
定
住
者
の
実
績
は
、
平
成
24
年
度
９

世
帯
19
名
に
対
し
、
平
成
25
年
度
は
16
世

帯
45
名
と
増
加
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題

は
、
若
者
の
転
出
を
抑
え
、
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー

ン
な
ど
転
入
定
住
者
を
増
や
す
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
生
産
年
齢
人
口
の
社
会
増

を
め
ざ
し
、
特
に
40
歳
以
下
の
若
者
を
対

象
と
し
た
就
業
支
援
や
定
住
施
策
の
充
実

強
化
に
取
り
組
み
、
庄
原
市
な
ら
で
は
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
楽
し
め
る
、
満
足
度

い
ち
ば
ん
の
新
た
な
定
住
促
進
策
を
検
討

し
、
さ
ら
に
成
果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

問答

問答

門
かど

脇
わき

　俊
とし

照
てる

議員

�林
はやし

　高
たか

正
まさ

議員

庄原U・Ⅰターンガイド
「庄原で暮らす」

東城木の駅実行委員会設立総会の様子（７月24日�東城町）
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ここが聞きたい

一般質問

介
護
保
険
に
つ
い
て

　
　
　

法
改
正
が
な
さ
れ
、
要
支
援
者
の

訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保

険
給
付
か
ら
外
し
、
市
町
村
の
地
域
支
援

事
業
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き

る
の
か
。
本
市
の
対
応
策
は
。

　
　
　

法
改
正
の
理
由
と
し
て
、
国
は
、

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
制
度
で
全
国

一
律
で
あ
っ
た
要
支
援
者
に
対
す
る
予
防

給
付
の
う
ち
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
を
実
施

主
体
と
す
る
、
地
域
支
援
事
業
へ
移
行
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め

と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
こ
の
法
改

正
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
策
定
す
る

第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
に
お
い
て
、
必
要
な
方
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
要
支
援

認
定
者
等
の
訪
問
介
護
や
、
通
所
介
護
を

含
め
た
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
い
て
、
関
係
団
体
と
検
討
し
て
い
く
。

学
童
保
育
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
　
　

学
童
保
育
と
放
課
後
子
ど
も
教
室

は
、
目
的
と
性
格
が
大
き
く
違
っ

て
お
り
、
事
業
の
一
体
化
で
な
く
、
学
童

保
育
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後

と
も
行
政
の
直
営
を
基
本
に
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
方
針
を
伺
う
。

　
　
　

現
在
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
地

域
の
自
治
振
興
区
に
事
業
を
委
託

し
、
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
守
り
育
て

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
の

一
体
的
実
施
に
つ
い
て
、
法
人
・
団
体
等

へ
の
委
託
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
子
ど
も
た

ち
に
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
連
携
す

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
・
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
互
い
に
補
完
し
て
い
く
こ
と

が
理
想
的
な
形
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　

谷
口
隆
明
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

 

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て

問答

問答

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

①
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
る
保
育
所
の
管
理
運
営
の
な
か

で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
誤
食
事
故
の
再
発

防
止
対
策
を
検
討
し
、
実
行
し
た
が
、
な

お
再
発
し
た
。
そ
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
誤
食
事
故
を
短
期
間

に
再
発
さ
せ
る
指
定
管
理
者
は
、
平
成
24

年
10
月
に
改
訂
し
た
「
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
・
運
用
に
つ
い
て
」
に

定
め
た
能
力
あ
る
団
体
等
に
該
当
し
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

①
庄
原
保
育
所
・
東
城
保
育
所

は
、
児
童
数
が
多
く
、
そ
れ
に
比

例
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
必
要
な
児
童

数
も
多
い
た
め
、
調
理
上
の
作
業
工
程
や

配
膳
時
の
対
応
等
が
複
雑
な
も
の
と
な
っ

て
い
た
こ
と
も
一
要
因
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
誤
食
問
題
へ
の
対
応

の
一
端
と
し
て
、
５
月
13
日
か
ら
６
月
20

日
ま
で
の
間
、
児
童
福
祉
課
の
専
門
員
と

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
巡
回
指
導
事
業
を

委
託
し
た
管
理
栄
養
士
が
、
市
内
17
カ
所

の
保
育
所
を
巡
回
し
、
献
立
の
内
容
か
ら

給
食
の
調
理
工
程
や
配
膳
時
、
お
か
わ
り

時
の
対
応
方
法
、
施
設
設
備
や
衛
生
管
理

等
を
事
前
に
作
成
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
基
づ
き
、
実
態
把
握
と
と
も
に
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
相
談
、
指
導
を
行
っ

た
。
今
後
、
巡
回
指
導
に
よ
り
把
握
し
た

各
保
育
所
の
実
態
を
踏
ま
え
、
衛
生
管
理

や
施
設
設
備
、
職
員
体
制
も
含
め
た
改
善

点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
中
で
、
事
故
を

防
止
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
指
導
・
監
督
体
制
づ
く
り

の
充
実
を
図
り
た
い
。

②
指
定
管
理
者
の
選
定
基
準
に
つ
い
て

は
、
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

施
設
ご
と
に
そ
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
、
審
査
項

目
を
定
め
て
審
査
し
、
選
定
し
て
い
る
。

今
回
の
誤
食
事
故
は
、
確
か
に
起
き
て
は

な
ら
な
い
事
故
だ
が
、
こ
の
こ
と
だ
け
を

も
っ
て
能
力
が
な
い
と
の
判
断
は
し
て
い

な
い
。
市
と
し
て
も
、
事
故
の
再
発
防
止

を
含
め
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
協
力

し
、
指
導
・
育
成
に
努
め
た
い
。

問答

福
ふく

山
やま

　権
けん

二
じ

議員

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

議員
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庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
施
策
に
つ

い
て

　
　
　

庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
事
業
３
本

柱
の
一
つ
で
あ
る
、
「
地
域
産
業

の
い
ち
ば
ん
」
の
今
日
ま
で
の
進
捗
・
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活
や
、
庄

原
市
の
逸
品
づ
く
り
、
地
域
ぐ
る

み
で
森
林
整
備
に
取
り
組
む
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
特
に
注
力
す
べ
き
事
業

に
つ
い
て
は
、
関
係
各
方
面
と
協
議
し
な

が
ら
、
確
実
か
つ
迅
速
な
事
業
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。
比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活

に
お
い
て
は
、
比
婆
牛
系
統
を
活
か
し
た

和
牛
産
地
の
確
立
を
担
う
あ
づ
ま
蔓
振
興

会
を
設
立
し
、
そ
の
後
、
市
が
認
証
す
る

和
牛
肉
比
婆
牛
が
市
場
へ
流
通
を
始
め
る

予
定
で
あ
る
。
庄
原
市
の
逸
品
づ
く
り
で

は
、
事
業
推
進
の
母
体
と
な
る
庄
原
観
光

い
ち
ば
ん
協
議
会
が
市
内
の
観
光
・
商
工

関
係
団
体
で
設
立
さ
れ
、
庄
原
の
誇
る
逸

品
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
始
め
た
。
ま

た
、
東
城
地
域
で
試
行
す
る
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
の

設
立
を
目
前
に
控
え
、
事
業
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
住
民
や
地
元
商
店
等
へ
の
説
明

会
な
ど
、
事
業
開
始
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

「
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に

お
け
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
近
年
、
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
取
り
組
む
団
体
が
増
え
て
い
る
。

本
市
の
現
状
か
ら
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
へ
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

　
　
　

６
月
５
日
に
広
島
県
空
き
家
対
策

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
本
市

も
加
盟
し
た
。
今
後
は
、
県
、
市
町
、
関

係
団
体
に
よ
る
密
接
な
連
携
の
も
と
、
空

き
家
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の

促
進
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市

と
し
て
は
、
国
の
特
別
措
置
法
の
動
向
を

踏
ま
え
、
ま
ず
は
所
有
者
等
の
責
任
・
義

務
を
明
確
に
し
、
管
理
不
全
の
状
態
と
な

ら
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
、
勧
告
・
命
令

等
の
指
導
や
是
正
さ
れ
な
い
場
合
の
措
置

を
定
め
た
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
を
制
定
し
、
支
援
制
度
に
つ
い
て

も
検
討
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
な
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
空
き
家
対

策
に
取
り
組
み
た
い
。

問答

問答

国
保
の
広
域
化
に
反
対
を

　
　
　

被
保
険
者
不
在
で
協
議
が
進
ん
で

い
る
。
情
報
の
開
示
と
方
向
性
を

示
し
、
被
保
険
者
の
意
見
を
聞
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
議
論
の
状
況
・
経
緯

に
つ
い
て
は
、
教
育
民
生
調
査
会

や
被
保
険
者
の
代
表
も
参
画
さ
れ
る
国
保

運
営
協
議
会
で
も
報
告
し
て
き
た
。
ま

た
、
市
長
会
に
お
い
て
も
、
国
民
健
康
保

険
事
業
広
域
化
検
討
協
議
会
を
組
織
し
、

制
度
改
革
に
対
す
る
議
論
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
国
保
財
政
基
盤
の
強
化
や

国
保
の
再
編
・
統
合
に
つ
い
て
一
定
の
と

り
ま
と
め
を
行
い
、
全
国
市
長
会
に
お
い

て
は
「
持
続
可
能
な
国
民
健
康
保
険
制
度

の
確
立
に
関
す
る
決
議
」
と
し
て
採
択
さ

れ
、
国
へ
要
請
し
、
こ
れ
ら
は
既
に
公
表

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
国
保
改
革
の
一

連
の
動
き
に
つ
い
て
、
国
保
運
営
協
議
会

や
議
会
に
報
告
し
、
国
保
改
革
に
伴
う
制

度
上
の
措
置
に
つ
い
て
、
広
報
な
ど
を
つ

う
じ
て
広
く
皆
さ
ん
に
示
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。

平
和
憲
法
を
守
れ
の
先
頭
に

　
　
　

安
倍
政
権
は
、
憲
法
第
９
条
を
壊

し
て
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
へ

の
大
転
換
を
、
与
党
だ
け
の
密
室
協
議
と

一
内
閣
の
判
断
で
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
平
和
宣
言
を
し
た
自
治
体
の
首
長
と

し
て
反
対
す
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

憲
法
第
９
条
を
基
礎
と
し
た
平
和

主
義
を
推
し
進
め
て
き
た
国
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
政
府
が
積
み
重
ね

て
き
た
憲
法
解
釈
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
時
間
を
か
け
て
十
分
か
つ
慎
重

な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
本
市
は
、
平
成
17
年
７
月
に
、

庄
原
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
、
ま
た
、

平
成
18
年
度
に
は
、
日
本
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
へ
加
入
し
、
非
核
・
平
和
に
取

り
組
む
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、
市
民
の
生
命
財
産
、
安
心
安
全
を

守
り
、
幸
せ
に
生
活
で
き
る
環
境
を
維

持
・
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
核
兵
器
の

な
い
、
平
和
で
安
心
安
全
な
社
会
の
実
現

を
強
く
訴
え
つ
つ
、
平
和
行
政
の
推
進
に

も
取
り
組
む
。

 

松
浦
昇
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

 

○
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
保
育
を
受
け

　

 

る
こ
と
が
で
き
る
民
主
的
な
保
育
行
政

　

 

の
推
進
を

問答

問答

�垣
かき

内
うち

　秀
ひで

孝
たか

議員

松
まつ

浦
うら

　昇
のぼる

議員
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第
90
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

�

開
催
日
時　

５
月
28
日　
　
　

�

開
催
地　
　

東
京
都　
　
　
　

〇
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
20
年
以
上�

八　

谷　

文　

策

�

宇
江
田　

豊　

彦

〇
議
員
一
般
表
彰

　

議
員
15
年
以
上�

谷　

口　

隆　

明

　

議
員
10
年
以
上�

垣　

内　

秀　

孝

�

赤　

木　

忠　

德

第
134
回
中
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

�

開
催
日
時　

４
月
23
日　
　
　

�

開
催
地　
　

山
口
県
周
南
市　

〇
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
36
年
以
上�

松　

浦　
　
　

昇

　

議
員
20
年
以
上�

八　

谷　

文　

策

�

宇
江
田　

豊　

彦

�

堀　

井　

秀　

昭

　

議
員
16
年
以
上�

門　

脇　

俊　

照

　

議
員
12
年
以
上�

福　

山　

権　

二

　

本
市
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

表 

彰

５月13日　�石川県羽咋市議会
　　　　　総務文教常任委員会
　　　　　（�過疎地域自立促進計画について）
７月２日　�福島県白河市議会
　　　　　会派「あたらしい風」

（�「さとやま」の特色を活かした
地域づくりについて）�

７月３日　�愛知県新城市議会
　　　　　経済建設委員会

（�交流定住「庄原で暮らす」に
ついて、「道の駅たかの」につ
いて）

７月９日　�新潟県佐渡市議会
　　　　　産業建設常任委員会

（木質バイオマスの利活用につ
いて）

７月23日　�佐賀県唐津市議会
　　　　　都市整備委員会

（�サービスエリア及び道の駅の
整備について）

７月25日　�福島県田村市議会
　　　　　会派「たむら志政会」

（�過疎対策について、クラスター
のまち実現プロジェクトにつ
いて）

７月31日　島根県安来市議会
（庁舎建設について）

行政視察受入状況

　７月30日に臨時会を開き、庄原小学校校舎改築工事に伴う請負契約の締結に関する議案が
上程され、採決の結果、原案のとおり可決しました｡

◇工 事 名　　庄原市立庄原小学校校舎改築工事
◇工事場所　　庄原市西本町二丁目地内
◇請負金額　　１２億７,４４０万円
◇請負業者　　小林建設・大歳組庄原市立庄原小学校校舎改築工事建設工事共同企業体
◇契約方法　　総合評価落札方式による条件付一般競争入札

議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

7月30日 議案 101 工事請負契約の締結について
〔庄原市立庄原小学校校舎改築工事〕 原案可決

７月
臨時会

庄原小学校（西本町）
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政務活動費の執行状況についてお知らせします
　政務活動費は、地方自治法及び条例に基づき、調査研究活動に必要な経費の一部として、議会の
会派又は会派に所属しない議員に交付されるものです。
　平成25年度に交付された政務活動費の執行状況は、次のとおりです。
　政務活動費の適正な運用と使途の透明性を確保するため情報公開を行っており、閲覧請求書の提
出により、収支報告書・領収書等の閲覧ができます。
　また、収支報告書及び項目別集計表は市議会ホームページで、ご覧いただくことができます。詳
しくは議会事務局へお問い合わせください。

平成25年度庄原市議会政務活動費収支報告総括表
【交付対象期間】平成25年5月～平成26年3月� （単位：円）

会派・議員 所属
議員数 交付額

政務活動費項目別集計 残余金�
返納額研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 広聴費 合計

き ず な 5人 1,650,000 343,548
（３件）

1,300,440
（２件） 0 11,550

（１件） 0 0 1,655,538 0

市 民 の 会 2人 660,000 0 0 0 4,620
（１件）

156,740
（２件）

37,065
（１件） 198,425 461,575

日本共産党 2人 660,000 88,910
（１件）

35,890
（１件） 0 58,420

（11件）
126,000
（１件） 0 309,220 350,780

清 政 会 8人 2,640,000 2,075,210
（16件）

258,429
（11件） 0 156,750

（８件） 0 0 2,490,389 149,611

大 志 の 会 2人 660,000 0 386,627
（２件） 0 112,770

（４件）
160,000
（１件） 0 659,397 603

横 路 政 之 1人 330,000 0 192,548
（２件） 0 31,121

（10件） － 0 223,669 106,331

合　計 20人 6,600,000 2,507,668
（20件）

2,173,934
（18件） 0 375,231

（35件）
442,740
（４件）

37,065
（１件） 5,536,638 1,068,900

※交付額を超える額は、各会派または議員個人の負担としています。

研究研修費 研究会・研修会開催に必要な経費又は他の団体が開
催する研究会・研修会に参加するために要する経費

会場費、講師謝金、出席者負担金、会費、
交通費、宿泊費等

調査旅費 調査研究活動に必要な先進地調査及び現地調査に要
する経費 交通費、宿泊費等

資料作成費 調査研究活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷製本費、コピー代、翻訳料、委託料等

資料購入費 調査研究活動に必要な図書、資料等の購入に要する
経費

書籍代（電子書籍含む）、法規類の追録代、
DVD等購入費、有料データベース利用料等

広 報 費 調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民
に報告し、PRするために要する経費 印刷製本費、郵送料、会場費等

広 聴 費 市民からの市政・会派及び議員の政策等に対する要
望・意見を聴くための会議等に要する経費 会場費、印刷製本費等

※飲食に関するものや按分を伴う経費は、対象としていません。また、広報費は、会派に所属しない議員について
　は認めていません。

■交付額
　会派の場合　　　　　　月額３万円×所属議員数
　会派に所属しない議員　月額３万円　

■支出項目の説明
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議会を傍聴してみませんか。
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議会の動き 5・6・7月

　

こ
の
た
び
の
議
会
だ
よ
り
は
、
６

月
16
日
に
開
会
し
た
、
第
３
回
市
議

会
定
例
会
で
の
条
例
改
正
や
補
正
予

算
、
意
見
書
な
ど
の
審
議
結
果
や
、

市
政
の
全
般
に
わ
た
る
事
務
事
業
を

た
だ
す
議
員
13
名
の
一
般
質
問
の
論

戦
等
、
６
月
30
日
の
閉
会
ま
で
の
議

会
活
動
を
主
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
３
日
か
ら
、
５
班
編

成
に
よ
り
、
地
域
に
出
向
き
開
催
し

た
議
会
報
告
会
の
概
要
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
報
告
内
容
の
大
き
な
柱

は
、
本
市
の
課
題
で
あ
っ
た
超
高
速

情
報
通
信
網
整
備
と
防
災
行
政
無
線

整
備
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
合
併
後
最

大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
す

が
、
本
市
の
将
来
展
望
や
情
報
格
差

の
解
消
、
産
業
活
性
化
や
防
災
対

応
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
告
知
な
ど
広
範

な
取
り
組
み
で
あ
り
、
全
域
事
業
の

展
開
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
と

認
識
し
、
議
会
と
し
て
も
慎
重
に
審

議
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　

議
会
広
報
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　
　

赤
木　

忠
德

　
　
　

副
委
員
長　
　

垣
内　

秀
孝

　
　
　

委　
　

員　
　

門
脇　

俊
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

高
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

光
義
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日にち 主な会議名

９月３日（水） 本会議、決算審査特別委員会
９月４日（木） 決算審査分科会
９月５日（金） 決算審査分科会
９月８日（月） 決算審査分科会
９月16日（火） 本会議（一般質問）
９月17日（水） 本会議（一般質問）
９月18日（木） 本会議（一般質問）
９月25日（木） 本会議、決算審査特別委員会
９月30日（火） 本会議

９月定例会の主な日程（予定）

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL0824-73-1162）へお問い合わせください。
本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

　本会議の生中継映像をインターネット上で配信しています。ぜ
ひご利用ください。
〈アクセス方法〉　
　庄原市議会ホームページ
　（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/gikai/index.html）
　議会中継を選択→ユーストリーム配信を視聴するを選択

　1日� 議会広報委員会
　9日� 議会運営委員会
� � 教育民生常任委員会
� � （所管事務調査）
�16日�� 総務財政常任委員会
�19日�� 議会運営委員会
�22日�� 議員全員協議会
�23日�� 産業建設調査会
�28日�� 総務財政常任委員会
� � （所管事務調査）

　2日� 議員全員協議会

　5日� 総務財政常任委員会
　　　� 教育民生調査会
　9日� 議会運営委員会
�16日�� 第３回市議会定例会
� � 議会運営委員会
� � 総務財政常任委員会
� � 産業建設常任委員会
�18日�� 教育民生常任委員会
�23日�� 第３回市議会定例会
�24日�� 第３回市議会定例会
�25日�� 第３回市議会定例会
� � 議員全員協議会
� � 産業建設常任委員会
�26日�� 教育民生常任委員会
� � （所管事務調査）
�30�日� 議会運営委員会

�30�日� 第３回市議会定例会
� � 議員全員協議会
� � 議会広報委員会

　1日� 総務財政常任委員会
　3日� 議会報告会
�16日�� 総務財政常任委員会
� � 教育民生常任委員会
� � 産業建設調査会
�24日�� 議会運営委員会
�29日�� 総務財政常任委員会
�30日�� 第４回市議会臨時会
� � 議会運営委員会
� � 議会広報委員会

5 月

6月

7月

初日

2日目
3日目
4日目

最終日

～18日

７月臨時会の様子

本会議はどなたでも自由に傍聴できます。
議場は市役所本庁舎５階にあります。
お気軽に傍聴においでください。�


